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７月２８日（火）、ＮＣＣＵ政治顧問の柚木道義衆議院議員は、同日行われる「感染実態解明 野

党合同ヒアリング」に向け、介護現場の実態と課題を把握するためＮＣＣＵを訪問、情報共有を行い

ました。 
 

現在国は、新型コロナウイルス感染予防のため、追加で８０００万枚の布製マスクを介護施設等に

配布する方針を示しています。 
 

しかし、介護現場からは 
 

「布製マスクでは、ウイルス感染を防ぐことができない」 

「洗う必要があり、手間がかかってしまう」 

「不織布マスクが手に入るようになったので、布製マスクは使っていない」 
   

という声が届いています。 
 

   また、ＰＣＲ検査について、 
 

「濃厚接触者は公費（無料）で受けられるのに、そうでない場合は１件あたり 

２万２,０００円もの検査費用を介護事業者が持ち出しで行っている」 
   

という実態も明らかになっています。 
 

ＮＣＣＵは、介護現場の現状を踏まえたうえで 
 

「布製マスクは、もう必要ない。それより、ご利用者や介護従事者に濃厚接触者が

一人でも発生したら、関係する介護従事者全員に対してＰＣＲ検査を実施し、その

費用は公費としてほしい」 
 

と訴えました。 
 

 

   ＮＣＣＵと情報共有を行った柚木議員は、その後「第９回感染実態解明 野党合同ヒアリ

ング」に出席。組合員の声を代弁し、厚生労働省に次のように意見しました。 
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「布製マスクよりも 

積極的なＰＣＲ検査を！」 

ＮＣＣＵ政治顧問が国に見直しを求める！ 
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介護現場は、布製マスクは求めていない。皆さん不織布マスクを使用している。 

「『洗う手間がかかる』『サイズも合わない』布製マスクは使わない」 

これが現場の声です。 

現場の声を受け止めていただきたい。介護現場が今求めているのは、感染拡大を 

防止するための積極的な検査の実施です。４００億、５００億をアベノマスクに 

使っている場合ではない。介護従事者の声をちゃんと聴いてください！」 

 

また、同ヒアリングに出席していたＮＣＣＵ顧問 山井和則衆議院議員も 

 

「私たちは現場の意見を聴いています。使わないものに税金を使うのは本当に無駄！ 

 今からでも止められる部分は止めていただきたい！」  
 
と強く訴えました。 

 

その結果、厚労省が布製マスクの配布を延期する検討に入りました。（7月 30日現在） 

 

ＮＣＣＵは、今後も関係議員と積極的に連携しながら、組合員のみなさんが安心して

働くことができる環境作りを推進していきます。 

 
 

介護現場で問題が発生した場合はＮＣＣＵ本部までご連絡ください！ 

 

 分 会 名（         ） 事業所名（         ） 

 所 在 地（         都・道・府・県） 

 サービス（         ）※訪問介護、デイサービス等 

 代表者名（         ） 連 絡 先（         ） 
 

発生している問題・課題等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
私はニュースの組合員意見欄に記載した個人情報の取り扱いについて、『NCCUの個人情報保護方針・個人情報の取扱い(NCCUホームページに記載)』に同意します。 

ＵＡゼンセン日本介護クラフトユニオン（ＮＣＣＵ） 

ＦＡＸ：０３－５７３０－９３８２ 

ＴＥＬ：０１２０－５１９－９３１ （平日 ９:３０～１７:００） 

 

 「介護報酬改定 50 万人署名」Twitter を開設しました！！ 

右の QRコードからアクセスできます。 ぜひフォローお願いします。 #NCCU署名 


